
法人名 株式会社 シェルパ 代表者 石川 洋一 法人・

事業所

の特徴

・ご利用者個人のニーズに寄り添ったサービスの提案、提供を心掛けます。

・１日１笑をモットーに安心してご利用できるよう努めます。

事業所名
小規模多機能型居宅介護

ぼやあ樹平川町
管理者 足立 裕美

出席者
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計

0人 1人 1人 0人 4人 1人 0人 16人 0人 23人

項 目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画

Ａ．事業所自己評価の

確認

今回の意見を参考にスタッフミーティ

ングを開催し、実現化につなげる報連

相の精度を高める。

新規利用者等の情報の早期公開

利用者の体調変化やサービスの変更に

ついて即時連絡を実施するようにして

いるが完全に行えていない

全員参加のMTGがなかなか開催出来

ない為、情報がうまく伝わらないこ

とが多い。

カンファレンスや、ミーティング等を

定期開催し、情報共有を周知の場を持

つ。

Ｂ．事業所の

しつらえ・環境

地域の方々や利用者家族と交流の場を

持てるようにしていく

誕生会・季節のイベントの記録を

ご家族に写真、カード等でつたえてい

る。また、外からみえる窓に季節の装飾

をし、地域の方に PRしている。

事業所内の雰囲気や居心地のよさ、

スタッフの挨拶については外部の評

価は高かった。

利用者・ご家族の方の満足が得られ、

笑顔になる様日々の活動を充実させ

る。

Ｃ．事業所と地域の

かかわり

先ずは地域イベントに参加して事業所

の名前を知って頂く

コロナ禍で地域のイベントが少ない中

だったが、近隣の公園掃除に参加した。

地域との関わりを各スタッフ個人が

する機会が少ない。また、地域の資

源を知る機会もない。

地域と協働した取り組みが行えるよう

積極的に行動する。また、普段の様子

や日々のイベントについて定期的に

伝えていく。

Ｄ．地域に出向いて

本人の暮らしを

支える取組み

利用者様の意思、気持ちを大切に外出

レクを実施していく。

地域のイベントに参加することは出来

なかったが、利用者がでスタッフと共に

散歩レクを実施した。

すれ違う近所の方々に積極的に挨拶を

している。

利用者・家族の意見や質問、苦情を

管理者・スタッフ・ CMで話し合い、

決定したことを周知させている。

地域のイベントに参加出来る体制を整

える。

Ｅ．運営推進会議を

活かした取組み

書面開催に協力して頂いた意見を現実

可能か話し合う機会を設けたい。

運営推進会議ででた要望を協議し即時

対応した。

書面開催のため、伝わりにくい部分もあ

る。

事業所の地域での取り組みが書面開

催ではなかなか理解されていない。

コロナ禍が一段落した時点で運営推進

会議の対面開催を目指す。

Ｆ．事業所の

防災・災害対策

事業所の防災訓練に近隣の方々や利用

者家族にも参加して頂く

地域の防災訓練に参加出来なかった。

又、事業者内での防災・災害対策につい

ての話し合いには利用者家族の参加ま

でには至らなかった。

外部評価より防災への事業所の取り

組みが見えてこない。災害時には事

業所が頼りになるか分からないとの

意見が出た。

事業所の防災対策について、近隣の

方々、利用者家族にしっかり伝えてい

く。
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